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はじめに
じょうばん街工房２１とは、、、

１４市町村が合併して誕生したいわき市の中でも、いわき湯
本温泉郷やスパリゾートハワイアンズが位置する常磐地区
（旧常磐市）のエリア。いわき市の「へそ」の位置。
いわき湯本温泉郷の歴史とともに、旧常磐地区振興会時代か
ら脈々と続く地域づくり活動を続けている団体です。

個人会員 32人
企業会員 46社
連携団体 4団体 いわき湯本温泉旅館協同組合

いわき湯本温泉観光協会
いわき商工会議所
（一社）いわき観光まちづくりビューロー（DMO）

支援団体 2団体 NPO法人湯本川を愛する市民ネットワーク
鶴のあし湯を愛でる会



今日のおはなし

１．支援団体「鶴のあし湯を愛でる会」
設立の経過と現在の取り組み

２．いわき市とのパートナーシップ協定に
もとづくまちづくり

３．これからの取り組みと覚悟



１．支援団体「鶴のあし湯を愛でる会」
設立の経過と現在の取り組み



１．支援団体「鶴のあし湯を愛でる会」
設立の経過と現在の取り組み



①元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業との出会い

１⃣ ポケットパークのコンセプトづくり
ポケットパークで何を実現したいか、じょうばん街工房21、
いわき湯本温泉旅館協同組合、いわき湯本温泉商店会連合会
を中心に、地域住民を含めた協議が始まる。
じょうばん街工房21が掲げる「７つの足湯構想」をベースと
して、足湯をコンテンツの核とした交流空間を実現したい。

→ じょうばん街工房21が中心となって
「足湯のあるポケットパーク実行委員会」を組織



①元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業との出会い

２⃣ 候補地の選定
いわき湯本温泉郷の新たなシンボルとなることから、温泉
旅館街との連携しやすいいわき市常磐支所周辺からJR湯本
駅までの間の主要地方道いわき石川線・常磐勿来線の沿線
で候補地を選定。

・地権者の情報や抵当権設定の有無など詳細にわたる情報を
収集し、維持管理にあたる各商店会の意見も取り入れなが
ら候補地を絞り込んでいった。

→ じょうばん街工房21・いわき建設事務所との協働



①元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業との出会い



「足湯のあるポケットパーク実行委員会」の取組み

１．先進地視察（那須塩原温泉・瀬波温泉）
温泉旅館街を回遊する仕組みとして足湯のあるまちづくりに
取り組んでいる先進地を視察。

ポケットパークの使い勝手や維持管理方法、旅館街との連携
について研究。
じょうばん街工房21・いわき湯本温泉旅館女将の会・夢わくわくゆもと市民会議が参加。



「足湯のあるポケットパーク実行委員会」の取組み
１．デザイン部会を組織
図面や模型によりポケットパークの使い勝手の詳細を検
討。
・イベント開催時のテント位置に合わせたアンカー設置
・ユニバーサルデザインの観点を取り入れた足湯の整備
・ストッキングを脱げるよう簡易更衣スペースの設置
・清掃しやすいレイアウトや清掃用具の設置個所の検討 など



「足湯のあるポケットパーク実行委員会」の取組み

１．デザイン部会
工事施工中、現地での使い勝手検証。

実際の足湯やステージの位置をみんなで確認し、実際の高さ
や使い勝手を検証。
新しい交流拠点から見える風景を体験した。



支援団体「鶴のあし湯を愛でる会」設立

設立：平成18年2月25日
目的：鶴のあし湯の維持管理を目的とする管理協定の締結
利用促進に資する協同宣伝、各種イベントの実施

福島県・いわき市・愛でる会 三者による管理協定の締結

管理協定における会の役割
・清掃美化等の日常的な維持管理
・上下水道、温泉及び電気料金の負担
・地域振興ための利活用



関連する３つの商店会と地域のボランティア組織による毎週
木曜日の清掃活動。

「鶴のあし湯を愛でる会」の活動

心無い利用者が施設を破壊したり、カップ麺の残りを捨て
ていくなど、心折れそうなこともあります。

湯花の汚れや藻が繁殖するため、週１回の清掃が必須。



居心地の良さから、深夜の利用者も増えたことで、周辺住民
から騒音などの苦情が寄せられる。

直面した課題・・・①

周辺住民の方と何度も話し合いを持ち、利用時
間を午前７時から午後１０時までとしました。
県では、18年度に時間タイマーを設置し、利用
時間以外お湯が出ないように改修して下さいま
した。

飲んだ後の足湯・手湯は非
常に好評で、多くの人が集
まってしまいました。



その日の天候などの条件によって、足湯の温度調整が非常に
難しく、クレームなどに繋がりました。

直面した課題・・・②

愛でる会からの相談に対して、福島県では平成
21年度に、センサーによる温度調整が可能な制
御装置を設置して下さり、天候等に左右されず
に快適な入浴が可能に。

２つの足湯を「あつ湯」と「ぬ
る湯」として使い分け。

完成後の利用状況調査や利用者
からの意見を聞くために設置し
たノートにも、温度が熱くて入
れなかったという声があがる。

あつ湯
ぬる湯



各種イベントや活動発信の場として十分に機能しています。
鶴の足湯の様々な使われ方

温泉とフラをコンテンツとしたものや、
地域の青年会による夏祭りなど、様々な
イベントを開催しています。

ツールドいわきの際には、エイドステー
ションとしても活用されました。



各種イベントや活動発信の場として十分に機能しています。

鶴の足湯の様々な使われ方

東日本大震災の直後には、ボランティアによる炊き出
しと支援物資を配布する拠点として利用されました。

校外授業で訪れた小学生たちと地元老人
会による交流事業などが行われます。



地域の宝となった「鶴の足湯」

H29年、毎週木曜日の清掃を10年続け、地域住民と行政と
一緒に地域資源となった「鶴の足湯」を守り続けたことが
評価され、国土交通大臣より表彰を受けました。



２．いわき市とのパートナーシップ協定に
もとづくまちづくり



はじめに

地域の課題を整理



東日本大震災を経験して
改めて課題を整理



誰も見向きもしなかった駅前の緑地に注目

JR湯本駅



誰も見向きもしなかった駅前の緑地

自分たちで好きなように使って収益を上げたい
収益を上げてまちに再投資する仕組みを作りたい

「あの緑地ください！」

当然、貰うことは出来ませんでしたが
湯本駅前緑地協議会の立ち上げ

じょうばん街工房２１による維持管理活動の始まり



誰も見向きもしなかった駅前の緑地に注目

JR湯本駅



大きな声では言えないが…
（勝手に）パラソル・テーブル設置

大きな声では言えないが…
（勝手に）人工芝を設置

毎週の清掃活動に加え
市からの委託事業費で
フリーWI-FIを開通

誰も見向きもしなかった駅前の緑地の変化

市の創生推進課からワーケーションの
スポットとして活用したいと要望あり
結果！
人工芝面積増加 + ヤシの木が生えた

寂しいのは変わらず

寒々しい空間

結構イイ感じ

地域の交流拠点へ
昇 格 ! ! !



市営住宅 天王崎団地の解体が進む

ＪＲ湯本駅



解体後～まちびらき間の暫定利用の検討

R3年度 第4四半期より 社会実験開始
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